
様式３
1 環境にやさしく多世代が交流できるまちづくり

平成２２年度　～　平成２６年度　（５年間） 安城市

①

②

③

事　後　評　価　（中　間　評　価　　フ　ォ　ロ　ー　ア　ッ　プ　報　告）

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 都再区画 一般 安城市 直接 安城市 - - 2,665 清算事業費

1-A-2 都再区画 一般 安城市 直接 安城市 - - 662 清算事業費

1-A-3 交通 一般 安城市 直接 安城市 - - 169 清算事業費

1-A-4 公園 一般 安城市 直接 安城市 - - 272 清算事業費

1-A-5 公園 一般 安城市 直接 安城市 - - 45 清算事業費

1-A-7 都再区画 一般 安城市 直接 安城市 - - 657 清算事業費

合計 4,470

（自転車の利用促進満足度）＝（無回答を除く「非常に満足」＋「満足」＋「やや満足」）／（回答数）(%)

5,114.9 Ｃ 7.1%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

（公園・緑地の整備満足度）＝（無回答を除く「非常に満足」＋「満足」＋「やや満足」）／（回答数）(%)

404Ｂ5,660.9 Ａ
効果促進事業費の割合

142

社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価フォローアップシート
計画の名称

計画の期間 交付対象

・市民の自転車の利用促進に対する満足度（％）：市民アンケートのうち「自転車の利用促進」に関して“満足である”とした割合を45.1％（H22）から45.8％（H26）に増加

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

平坦な地形と明治用水緑道を生かし、安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくりを推進する。
また鉄道駅を中心に、新旧住民や子どもから高齢者までの多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

・安全･安心生活エリアカバー率（％）：拠点的市街地における市街地整備事業施行面積のうち、災害等に対して備えのできた安全・安心生活エリアの割合を72.6％（H22）から83.5％（H26)に増加 

安城市

・市民の公園・緑地の整備に対する満足度（％）：市民アンケートのうち「公園・緑地の整備」に関して“満足である”とした割合を53.1％（H22）から54.0％（H26）に増加

最終目標値

- 83.5%

　　定量的指標の定義及び算定式

-53.1%

-

市民アンケートのうち「公園・緑地の整備」に関して“満足である”とした割合（％）

45.8%

（H26末）（H22当初） -

災害等に対して備えのできた安全・安心生活エリア（整備された幅員６ｍ以上の道路の道路端から一定距離

（概ね幹線道路：50m、区画道路等：30m）のエリア）を調査し、拠点的市街地における市街地整備事業施行面積の合計に占める割合（％）
 　（安全・安心生活エリアカバー率）＝（安全・安心生活エリア）／（市街地整備事業施行面積）（％）

定量的指標の現況値及び目標値

72.6%

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

54.0%

45.1%
市民アンケートのうち「自転車の利用促進」に関して“満足である”とした割合（％）

○事後評価（中間評価　フォローアップ報告）の実施体制、実施時期

公表の方法

（事業箇所）

備考
当初現況値 中間目標値

１．交付対象事業の進捗状況

H26：事後評価を実施
H27：確定値により事後評価のフォローアップを実施

安城市

安城市

安城市

安城市

南明治第一土地区画整理事業

事後評価（中間評価　フォローアップ報告）の実施体制 事後評価（中間評価　フォローアップ報告）

安城市HPにより公表

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

低炭素まちづくり協議会において実施
H26.11：第一回低炭素まちづくり協議会において事後評価原案の審議
H26.12：事後評価原案の公表
H27. 1：第二回低炭素まちづくり協議会において事後評価の審議
H27. 3：事後評価の公表
H28. 2：第一回低炭素まちづくり協議会において事後評価フォローアップの審議
H28. 3：事後評価フォローアップの公表

全体事業費
（百万円）

安城市

都市再生区画整理　A=16.7ha

都市再生区画整理　A=3.3ha

自転車走行空間整備、バス施設整備

※直接間接～省略工種は省略可
都市再生区画整理　A=93.8ha

安城都市圏地区都市交通システム整備事業

都市公園事業　（荒曽根公園） 園路広場、運動施設等の整備　A=2.8ha

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（安城市） 園路、水飲み場等のバリアフリー化・改築　N=1公園

南明治第二土地区画整理事業

桜井駅周辺土地区画整理事業



様式３
1 環境にやさしく多世代が交流できるまちづくり

平成２２年度　～　平成２６年度　（５年間） 安城市

社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価フォローアップシート
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

平坦な地形と明治用水緑道を生かし、安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくりを推進する。
また鉄道駅を中心に、新旧住民や子どもから高齢者までの多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-B-2 道路 一般 安城市 直接 安城市 - - 22 清算事業費

1-B-3 道路 一般 安城市 直接 安城市 - - 120 清算事業費

合計 142

番号 備考

1-B-2

1-B-3

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26
1-C-1 施設整備 一般 安城市 直接 安城市 - - 110 清算事業費

1-C-2 施設整備 一般 安城市 直接 安城市 - - 25 清算事業費

1-C-3 施設整備 一般 安城市 直接 安城市 - - 23 清算事業費

1-C-4 施設整備 一般 安城市 直接 安城市 - - 5 清算事業費

1-C-5 活動支援 一般 安城市 直接 安城市 - - 15 清算事業費

1-C-6 活動支援 一般 安城市 直接 安城市 - - 3 清算事業費

1-C-7 施設整備 一般 安城市 直接 安城市 - - 7 清算事業費

合計 188

番号 備考

1-C-1

1-C-2

1-C-3

1-C-4

1-C-5

1-C-6

1-C-7

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

番号

市道大東住吉線整備関連事業
工種 （延長・面積等）

事業者

事業内容 全体事業費
（百万円）

市町村名
港湾・地区名

安城市

市町村名
港湾・地区名

安城市

事業実施期間（年度）

仮設住宅等の設置等 安城市

省略

工種
建物移転促進事業

安城市横断歩道橋の整備

安城市

番号

多目的広場、駐車場等の整備

都市公園施設改修事業（堀内公園） 大型遊具、案内看板等の改修

公園整備事業（荒曽根公園） 排水路、モニュメント、案内板等の整備

多目的広場等整備事業

事業者
省略

車道整備　L=1,120m

※直接間接～省略工種は省略可

要素となる事業名

まちづくり協議会へのコンサルタント派遣まちづくりコーディネート活動支援事業

自転車走行空間整備（1-A-3）とあわせて一体的に整備することにより、より快適な自転車走行空間を確保し、自転車利用を促進させる。

都市交通システム自転車走行空間整備（1-A-3）で整備を行う西高根自転車歩行者道と接続する作野遊歩道は、主要地方道豊田一色線で分断されている。
本区間に歩道橋を設置することにより、遊歩道の分断を解消し、西高根自転車道と一連で通行が可能となることで、より安全で快適な自転車走行空間を確保でき、自転車利用を促進させる。
また、作野土地区画整理区域内（施行済）の遊歩道～公園のネットワークが構築されることで、居住環境が充実し多世代の住民が快適、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

事業内容
全体事業費
（百万円）

横断歩道橋整備事業

要素となる事業名

安城市

安城市

一体的に実施することにより期待される効果

環境共生型仮移転住宅整備（桜井駅周辺地区）

桜井駅周辺地区土地区画整理事業（1-A-7）とあわせて実施し、環境共生住宅の普及及び土地区画整理事業の家屋移転を促進することで、環境にやさしいまちづくりを推進し、さらには土地区画整理事業の進捗を図る。

安城市

一体的に実施することにより期待される効果

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（安城市）（1-A-5）とあわせ、堀内公園内メリーゴーランド等大型遊具、案内看板等をバリアフリー対応したものへ改修し、公園内のバリアフリー化を図ることで、子どもから高齢者ま
での多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

都市公園事業（荒曽根公園）（1-A-4）に隣接する公民館の多目的広場および駐車場等の整備を行い公園との一体利用を図ることで、多世代の住民が快適、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

南明治第二土地区画整理事業（1-A-2）とあわせ、まちづくり勉強会等に対してコーディネート活動支援することで、地域住民の理解と参画を促すとともに、協議意見を反映したまちづくりを行い、本市の顔としてふさわしい中
心市街地の再生にむけ、多世代の住民が快適に持続的に交流できるまちづくりを推進する。

都市公園事業（荒曽根公園）（1-A-4）の基幹事業対象外施設を一体整備することで、公園施設の充実を図り、多世代の住民が快適、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

南明治第一土地区画整理事業（1-A-1）とあわせ、まちづくり協議会に対してコーディネート活動支援することで、地域住民の理解と参画を促すとともに、協議意見を反映したまちづくりを行い、居住環境と防災機能の向上及
び安全で安心な市街地の形成と既存商店街の活性化にむけ、多世代の住民が快適に持続的に交流できるまちづくりを推進する。

南明治第一土地区画整理事業（1-A-1）の仮設住宅等を確保することにより、継続的かつ安定的な建物移転を実施し事業の進捗を図る。

まちづくり勉強会等へのコンサルタント派遣

【安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくり】
（指標２関連）都市・地域拠点及び拠点間を結ぶ交通ネットワーク整備により、安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境が形成されたため、目標に
は僅かに到達しなかったものの、自転車の利用促進満足度が上昇したと考える。整備を行った中学校区における満足度が上昇しており、ハード整備の事業効果が発現
していることを踏まえ、市全体で自転車利用を促進するイベント等を実施し、利用啓発に努める必要がある。
【多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくり】
（指標１関連）都市・地域拠点における土地区画整理事業内の公共施設整備が着実に進捗していることにより、災害に対するまちなか居住機能及び都市機能集積区域
の安全性が確保され、多世代の住民が快適に交流し暮らし続けることができる安全・安心生活エリアが拡大したと考える。また、地区内排水路の整備も順調に進んで
おり、水害の面でも災害に強い安全・安心に暮らし続けることができるまちが創出できていると考える。
（指標３関連）多様なレクリエーション機能を有する総合的な公園及び既存公園のバリアフリー化の推進により、公園自体の魅力・使い勝手が向上したことにより、
多世代が交流できるコミュニティ活動の場として機能する公園・緑地の整備満足度が上昇したと考える。特に整備を行った中学校区における満足度の向上が確認でき
ており、身近な利用者が整備効果を実感できていると考える。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

環境共生住宅の啓発及び仮移転住居の提供 安城市

まちづくりコーディネート活動支援事業



様式３
1 環境にやさしく多世代が交流できるまちづくり

平成２２年度　～　平成２６年度　（５年間） 安城市

社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価フォローアップシート
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

平坦な地形と明治用水緑道を生かし、安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくりを推進する。
また鉄道駅を中心に、新旧住民や子どもから高齢者までの多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

Ⅱ定量的指標の達成状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

目標値と実績値
に差が出た要因

83.8%

・安城都市圏地区都市交通システム整備事業及び当該事業と一体的に実施した市道大東住吉線整備関連事
業及び横断歩道橋整備事業において、大東住吉線や明治用水緑道等の拠点間を結ぶ自転車走行空間が一体
的に整備されたことにより、安全で快適な環境にやさしい自転車ネットワークが形成されたため、目標に
は僅かに到達しなかったものの、自転車の利用促進満足度が上昇したと考える。整備を行った中学校区に
おける満足度が上昇しており、ハード整備の事業効果が発現していることを踏まえ、市全体で自転車利用
を促進するイベント等を実施し、利用啓発に努める必要がある。
・安城南明治第一及び第二地区並びに安城桜井駅周辺地区内の公共施設整備が着実に進捗したことによ
り、安全で快適な環境にやさしい自転車ネットワークが形成されたため、目標には僅かに到達しなかった
ものの、自転車の利用促進満足度が上昇したと考える。整備を行った中学校区における満足度が上昇して
おり、ハード整備の事業効果が発現していることを踏まえ、市全体で自転車利用を促進するイベント等を
実施し、利用啓発に努める必要がある。

・安城南明治第一地区及び第二地区内の公共施設整備が当初計画の約88％進捗したことにより、同地区に
おける災害に対するまちなか居住機能及び都市機能集積区域の安全性が確保され、多世代の住民が快適に
交流し暮らし続けることができる安全・安心生活エリアが拡大したと考える。また、地区内排水路の整備
も順調に進んでおり、水害の面でも災害に強い安全・安心生活エリアが拡大していると考える。
・安城桜井駅周辺地区内の公共施設整備が当初計画の約82％進捗したことにより、同地区における災害に
対するまちなか居住機能及び都市機能集積区域の安全性が確保され、多世代の住民が快適に交流し暮らし
続けることができる安全・安心生活エリアが拡大したと考える。また、地区内排水路の整備も順調に進ん
でおり、水害の面でも災害に強い安全・安心生活エリアが拡大していると考える。

目標値と実績値
に差が出た要因

45.8%

45.6%

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

54.0%指標③（公園・
緑地の整備満足
度）

　交付対象事業の目標達成へ効果発現状況について、上記目標を補足・補完する指標で整理する。

指標②（自転車
の利用促進満足
度）

57.0%

・多様なレクリエーション機能を有する総合的な公園整備（荒曽根公園）、公園のバリアフリー化の推進
（堀内公園）により、公園自体の魅力・使い勝手が向上したことにより、多世代が交流できるコミュニ
ティ活動の場として機能する公園・緑地の整備満足度が上昇したと考える。特に整備を行った中学校区に
おける満足度の向上が確認できており、身近な利用者が整備効果を実感できていると考える。

目標値と実績値
に差が出た要因

83.5%
指標①（災害等
に対して備えの
できた安全・安
心生活エリア）

１．多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくり（指標①） ２．安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくり（指標②）

補足・補完する指標 地区名等 関連事業 補足・補完する指標 地区名等 関連事業

南明治第一地区 （H22） 0.0 ％ （H26） 17.7 ％ A-1,C-1,5 北・南・東山・篠目中学校区 - 点 （H27） 0.07 点 A-3,B-2,3

南明治第二地区 （H22） 21.2 ％ （H26） 99.2 ％ A-2,C-1,6 南中学校区 - 点 （H27） 0.07 点 A-1,2,C-1,5,6

安城桜井駅周辺地区 （H22） 0.0 ％ （H26） 70.7 ％ A-7 桜井中学校区 - 点 （H27） 0.04 点 A-7,C-7

区域内居住人口 安城桜井駅周辺地区 (H22） 5,629 人 （H26） 6,263 人 A-7,C-7 （H23） 6,490 人 （H25） 7,803 人 A-3

南明治第一・第二地区 （H22） 0 人 （H26） 26 人 C-1 (H22） 6,952 人 (H24） 7,211 人 A-3

安城桜井駅周辺地区 （H22） 16 人 （H26） 50 人 C-7 (H19） 1,309 人 (H25） 1,745 人 A-3,B-2

南明治第一地区まちづくり協議会 - 人 （H25） 76 人 C-5 - m (H26） 1,120 m B-2

南明治第二地区まちづくり実行委員会 - 人 （H25） 11 人 C-6 - 人 (H26） 100 人 B-3

３．多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくり（指標③）

補足・補完する指標 地区名等 関連事業

篠目中学校区 - 点 （H27） 0.12 点 A-4,C-2,3

桜井中学校区 - 点 （H27） 0.51 点 A-5,C-4

- ha （H26） 34 ha A-4,C-2,3

- ha （H26） 45 箇所 A-6

当初現況値 最終実績値 当初現況値 最終実績値

地区内の排水路整

備率

「市民の自転車の利

用促進に対する満

足度」の地区比較

新安城駅バス停利用者数

仮移転住宅利用者

数

レンタサイクル利用者数

大東住吉線の自転車・歩行者交通量

まちづくりへの市民

の関心度

大東住吉線の歩車分離適正化延長

横断歩道橋を利用する児童数

当初現況値 最終実績値

「市民の公園整備に

対する満足度」の地

区比較

荒曽根公園の整備に伴う公園カバー面積

都市公園の長寿命化計画策定数



様式３
1 環境にやさしく多世代が交流できるまちづくり

平成２２年度　～　平成２６年度　（５年間） 安城市

社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価フォローアップシート
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

平坦な地形と明治用水緑道を生かし、安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくりを推進する。
また鉄道駅を中心に、新旧住民や子どもから高齢者までの多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくりを推進する。

【目標達成状況】定量的指標②は目標値を達成し、「鉄道駅を中心に、新旧住民や子どもから高齢者までの多世代の住民が快適に、持続的に交流できるまちづくり」できたと考える。一方で定量的指標①は僅かながら未
達成となった。ただし、整備を行った中学校区で満足度が上昇していることも踏まえ、市全体へ自転車利用の促進を波及しなかったことが要因と考えられる。よって、都市交通システム整備を進めるとともに、市全体で
自転車利用の促進する自転車ネットワークを活用した啓発イベント等を実施し、効果の実感できる「平坦な地形と明治用水緑道を生かし、安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくり」に努める必要
がある。
【今後の課題】計画策定時の課題だった、高齢化の進展に伴う安全・快適な交通環境へのニーズの高まり、地球温暖化や自然災害への対応、まちなか居住の推進などについては、事業進捗分解消されたと考える。しか
し、今後のさらなる「人口増加」、重点密集市街地などのまちの老朽化、高齢者・子育て世代に配慮した都市機能の都市・地域拠点への集約及び旧更生病院跡地などの公的不動産の利活用に対応する「まちの更新」、全
国と比較して高い「自動車への過度な依存」など、策定時の課題は継続しており、都市機能の集約を図る「都市構造」、公共交通等への転換を促す「交通」、自然との共生を図る「みどり」の分野において、「賑わいの
ある市街地形成」が継続して求められている。また、「都市構造」において子育て支援区域から外れる居住地があること、「人口増加」を支える子育て世代の潜在的な就労需要があることから、子育て支援機能の充実も
含めた市街地整備が求められている。なお、都市交通システム整備の事業実施にあたっては、当整備を活用した自転車利用の啓発イベント等を積極的に実施し、効果の実感できる「平坦な地形と明治用水緑道を生かし、
安全で快適な自転車を中心とした環境にやさしい交通環境づくり」に努める必要がある。

【今後の方針】「都市の機能の集約を図るための基盤整備や都市機能の配置の適正化」を目的とする公共施設整備と地域の活力を創出する都市基盤整備（都市計画道路）により「歩いて暮らせるまちづくり」、「公共交
通機関の利用促進・自転車等利用における二酸化炭素の排出の抑制の促進」を目的とする交通ネットワーク整備により「環境負荷の小さい都市交通の推進」、「緑地の保全及び緑化の推進」を目的とする公園・緑地整備
により「緑あふれるまちづくり」を実践し、「災害に強く、安心で快適なコンパクトシティ型都市基盤の整備・再編」を推進するとともに、都市機能の集約・再配置において「コンパクトで賑わいのある都市・地域拠点
の形成」を推進し、本市の中心にふさわしい賑わいあふれる都市・地域拠点を形成していく。
【その他特記事項】南明治第一地区で実施されたまちづくりコーディネート活動支援事業で平成24年度には97人が参加し15回の会合、平成25年度には76人が参加し18回の会合が持たれた。また南明治第二地区で実施され
たまちづくりコーディネート活動支援事業では、平成24年度には12人が参加し4回の会合、平成25年度には11人が参加し4回の会合が持たれた。公園整備事業においてはワークショップを開催し20人の参加があった。自転
車まちづくりとして市民啓発イベントの開催やレンタサイクル事業に取り組むエコサイクルシティ実行委員会には、市老人クラブ、商工会議所、地域企業、環境に係わる市民団体など、幅広い市民が参加し、行政や交通
事業者との協働事業を行った。さらに安城桜井駅周辺地区の市民によるまちづくり委員会では、ゴミ減量、緑化推進、エコ住宅普及などの取り組みのほか、子どもから高齢者まで幅広い市民が参加するスタンプウォーク
ラリーや軽トラック市の開催などを通じて環境共生への関心も高めるPR効果をあげている。こうした活動を通じ、事業の目的や効果を把握していただける市民が増えたことも自転車利用や公園整備に関する満足度上昇の
要因の一つと考えられる。そこで、これまで培われた住民参加の機運を今後とも活かし、今後も市民の安全性確保や満足度を高めつつ、賑わいある市街地形成を図るとともに、整備状況や整備方針を市民と共有していく
ことに努め、持続的なまちづくりへの住民参加を促進していく。その中で、平成27年3月に「安城南明治土地区画整理事業地区デザインコンセプト会議」より、歩きたくなるみちづくりによる賑わい創出を理念とする
「みちづくり・沿道空間づくりデザイン基本方針についての要望書」が提出され、まちづくりの市民協働参画が進んでいる。また、平成27年度に都市交通システム整備事業で整備した明治用水緑道を活用した「サイクル
フェスin安城」を実施。1,526名が参加するなど、市全体で自転車利用が促進されるように啓発活動を行っており、今後も継続した啓発活動を行っていく。

３．特記事項（今後の方針等）
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